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シネマサロン

ミュージアムコンサート

舞台芸術

イベント
エントランスホールでのコンサートや名画上映会をは

じめ、館内のさまざまな空間を使って有料、無料の

イベントを多彩に展開します。

■ 美術館の調べ

１０月５日（土）
入谷幸子 ピアノリサイタル
＜演奏曲目＞ バッハ「イタリア協奏曲」／

ラヴェル「高雅で感傷的なワルツ」 ほか

＜出演者のひと言＞ 芸術の秋です。美術館で美し

い音楽の調べをお楽しみください。◎入谷幸子（ピア

ノ。京都市立芸術大卒、同大学院修了。ドイツ国立

ミュンヘン音楽大大学院修了）

アトリエ1にて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１０月１２日（土）
大前香菜子 ピアノリサイタル
＜演奏曲目＞ ベートーヴェン「ピアノソナタ

第18番作品31-3」／ショパン「ポロネーズ

第6番『英雄』作品53」 ほか

＜出演者のひと言＞ ベートーヴェンやショパンが書き

綴った美しい旋律が、アトリエで“音の絵”となって空

間を彩るよう気持ちをこめて演奏します。◎大前香菜

子（ピアノ。神戸女学院大卒。ハンガリー国立リスト

音楽院修了。大阪城南女子短期大学非常勤講師）

アトリエ1にて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１０月１８日（金）
平岡祐衣　近江宏子
ジョイントコンサート
＜演奏曲目＞ レオンカヴァッロ

「マッティナータ（朝の歌）」／中田喜直「霧と話し

た」／小林秀雄「落葉松」／ブラームス「ヘンデルの主

題による変奏曲とフーガ」 ほか

＜出演者のひと言＞ 美術館でのコンサートの機会

を頂いて大変うれしく思います。一生懸命、そして楽

しく演奏させて頂きます。◎平岡祐衣（ソプラノ。神

戸女学院大卒。関西新人演奏会など出演）◎近江

宏子（ピアノ。神戸女学院大卒、同大学院音楽研

究科在学中。東大阪新人演奏会など出演。）

アトリエ1にて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１０月２６日（土）
AKIKO  メゾソプラノコンサート
～時の流れと音楽と～

＜演奏曲目＞ ヘンリー・パーセル「ひとときの

音楽」／ヘンデル「歌劇リナルドより『愛する

妻よ』」／ベートーヴェン「優しき愛」／サン・サ

ーンス「私の心はあなたの声に花開く」  ほか

＜出演者のひと言＞ 音楽は何百年も昔

から今も変わらず人の心にぽっと灯りをと

もしてくれるもの。そんな曲達をいろんな時代から集

めてお届けします。◎西本鑑子（メゾソプラノ。神戸

女学院大卒。神戸市混声合唱団団員）◎加藤あや

子（ピアノ。相愛大卒。大阪教育大准教授）

アトリエ1にて　14:00 ～　無料

 四季シリーズコンサート ＜秋＞

１０月２７日（日）
秋のエッセイ
クラリネット  チェロ  ピアノとともに
～金子浩三フレンズコンサート～

＜演奏曲目＞ ヴィヴァルディ「合奏協奏曲

『四季』より“秋”第1楽章」／ベートーヴェン

「ピアノソナタ『悲愴』より」／フォーレ「夢

のあとに」／ラフマニノフ「ヴォカリーゼ」

「ピアノ協奏曲第2番より」 ほか

＜出演者のひと言＞ 世界中で親しまれている名曲を中

心に“秋”を楽しんで頂くコンサートを企画しました。是

非ご来場下さい。◎金子浩三（ピアノ。大阪音楽大卒。

神戸でのデビューリサイタル以後、各地で数多くのリサイ

タル開催。坂井時忠音楽賞、神戸市文化奨励賞、尼

崎市民芸術奨励賞受賞）◎柏森治（チェロ。桐朋学園

大、独・デトモルト音楽大卒。内外交響楽団での客演

演奏のほかソロ･室内楽で活動）◎若代孝三（クラリネット。

東京藝術大、仏・ルーアン国立音楽院、マルメゾン国立

音楽院卒。日本音楽教育学会音楽功労賞受賞）

アトリエ1にて　14:00 ～　3,000 円（全席自由）

■ 美術館の調べ

１１月２日（土）
牧野みどり ピアノリサイタル
＜演奏曲目＞ ショパン「幻想即興曲」／リス

ト「愛の夢」／ドビュッシー「亜麻色の髪の

乙女」／ラフマニノフ「音の絵  Op.33-7」 ほか

＜出演者のひと言＞ 芸術の秋、ショパンやドビュッシー

を中心に耳馴染みのあるピアノの名曲をお楽しみ頂けれ

ば…と思います。◎牧野みどり（ピアノ。神戸女学院大

大学院音楽研究科修了。同大新人演奏会など出演）

ホワイエにて　14:00 ～　無料

 文化の日に贈るクラシックコンサート

１１月３日（日・祝）
伊藤 勝 ピアノコンサート
～ピアノで “ホッと” なひと時を！！～

＜演奏曲目＞ リスト「ウィリアム･テルの聖堂」

／リスト・ワーグナー「イゾルデの愛の死」／シューマン「ロ

マンス」「トロイメライ」  ほか

＜出演者のひと言＞ ピアノで語る「愛の告白」。恋

人だけでなく、神・自然・母国・家族など、様 な々

対象への作曲者の熱いメッセージをお伝えします。

◎伊藤勝（ピアノ。大阪音楽大卒、同大学院修了。

ドイツ・フライブルグ留学。大阪文化祭賞を5度受賞）

ホワイエにて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１１月９日（土）
山﨑 真 ピアノ・リサイタル
～パリに魅せられた音楽家達～

＜演奏曲目＞ ショパン「エチュード『黒鍵』

『革命』」／ドビュッシー「月の光」  ほか

＜出演者のひと言＞ 古くから様々 な国の音楽家がパ

リに集いました。彼らの珠玉の作品をお楽しみ下さ

い。◎山﨑真（ピアノ。笹川日仏財団派遣でパリ・シャ

トレ座に留学。日本演奏連盟主催で大阪フィルと共

演。第6回神戸新人音楽賞最優秀賞受賞）

エントランスホールにて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１１月１６日（土）
名画を彩った音楽たち
＜演奏曲目＞ 「サウンド・オブ・ミュー

ジック」メドレー／「ニュー・シネマ・

パラダイス」／ショパン「ノクターン第 20 番（遺作）」／

バーンスタイン「ウエストサイド物語」メドレー  ほか

＜出演者のひと言＞ メロディーを聴けばその時代、

その瞬間（とき）に戻ることができる ― 目を閉じ

て、懐かしい思い出と共にお聴き下さい。◎山田知代

（ヴァイオリン。同志社大、神戸女学院大卒）◎村田

夏帆（ピアノ。神戸女学院大3回生在学中）

ホワイエにて　14:00 ～　無料

■ 美術館の調べ

１１月３０日（土）
納谷成美 ピアノリサイタル
～舟歌に寄せて～

＜演奏曲目＞ チャイコフスキー「四季より

『舟歌』」／ リスト「巡礼の年第2年補遺 『ヴェネチア

とナポリ』」／ラフマニノフ「前奏曲より『鐘』」

＜出演者のひと言＞ 美術館という世界に名だたる芸

術が集う場所に、偉大な作曲家たちの描く情景が

映せるよう心をこめて音を紡いでいきたいと思います。

◎納谷成美（ピアノ。武蔵野音楽大、独・デトモル

ト音楽大ミュンスター校卒。日墺文化協会、埼玉県

新人演奏会出演）

ホワイエにて　14:00 ～　無料

■ 落語の会

１１月１０日（日）
県美亭ワンコイン寄席
～笑いは健康のもと!! ～

＜口演演目＞  露の吉次「相部

屋」　笑福亭伯枝「花筏」

＜吉次のひと言＞ 入院している男の元に会社同期

の出世頭が見舞いに来てくれるところから物語が始ま

る（相部屋＝桂三枝作）。大阪相撲の人気随一の大

関花筏、急病で倒れ地方巡業に参加できなくなった

ところから物語が始まる（花筏）― 笑いは百薬の長 
笑って笑って脳内活性化　病なんてふっ飛んでゆく！

◎露の吉次（つゆの・きちじ。尼崎市出身。昭和

62 年露の五郎兵衛に入門）◎笑福亭伯枝（しょう

ふくてい・はくし。大阪府出身。昭和 58 年六代目笑

福亭松鶴に入門）

レクチャールームにて　14:00～　

500円 （当日13:00から販売）

■ ＫＥＮ－Ｖｉ名画サロン 

１０月１２日（土）

「愛、アムール」
パリで悠 自々適の老

後を送る音楽家夫婦。

満ち足りた日々 は、妻

の発病で暗転。誰し

も避けて通ることが出来ない「老い」と「死」。人生

の最終章をともに生きると決めた男と女の至高の愛

の物語。　　　　　　　　　　　　　 （2012年）

＜監督・脚本＞ ミヒャエル・ハネケ

＜出演＞ジャン=ルイ・トランティニャン、エマニュエ

ル・リヴァ、イザベル・ユペール

ミュージアムホールにて

① 10:30　② 13:10　③ 15:50（各回入れ替え）

１人 1,000 円　「芸術の館友の会」会員 500 円

■ ＫＥＮ－Ｖｉ名画サロン

 「昭和モダン 絵画と文学 1926-1936 展」 特別上映会

映画で観る 谷崎文学の世界

１１月９日（土）

「細雪」　10:30～
昭和13年春、芦屋。三女・

雪子の縁談話、四女・妙子

の奔放な言動…旧家の美

しい4姉妹の運命を描いた

文芸映画の名作。（1959年）

＜監督＞  島耕二

＜出演＞  京マチ子、山本富士子、轟夕起子、叶順子

「鍵」　13:00～
貞操観念の強い妻と、初老を迎えた大学教授の夫。

わいせつ性で問題になった谷崎の晩年の同名小説

を映画化。　　　　　　　　　　　　（1959年）

＜監督＞  市川崑

＜出演＞  中村鴈治郎（二代目）、京マチ子、仲代達矢

「刺青」　15:30～
質屋の娘お艶と手代の新助が駆け落ち。だが、かく

まってくれたのは札付きの悪党だった。宮川一夫の

流麗なカメラワークで美しく激しい情念の世界を描く。

（1966年）

＜監督＞  増村保造

＜出演＞  若尾文子、長谷川昭男、山本学

ミュージアムホールにて

１作品 800 円　｢芸術の館友の会｣会員 500 円


